
  

 
 

 
 

 

 

 

 
 

厚労省のワーキンググループ（以下，WG）は，2022年 7月 11日に「薬剤師が地域で活躍す

るためのアクションプラン」と題した報告書をまとめたので，その内容を紹介する。 

本 WGのとりまとめに至った経緯は，次の通りとされている。 

1）地域医療を担う一員として，薬剤師の役割や期待が大きくなっていること。 

2）ICT等の技術が発展し，薬剤師を取り巻く環境が変化していること。 

3）「薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会」のとりまとめにおいて，患者のための薬局

ビジョン（注 1）の達成状況等を踏まえつつ，薬局薬剤師の業務について検討することとさ

れたこと。 

（注 1）患者のための薬局ビジョン：薬局を患者本位のかかりつけ薬局に再編するためとして，2015年に策

定された。 

 

とりまとめの基本的な考え方として，以下の観点が挙げられている。 

1）対人業務の更なる充実：処方箋受付時以外の対人業務の充実が必要。また，対物業務を含

む対人業務以外の業務の効率化が不可欠。 

2）ICT化への対応：各種医療情報を活用して，薬局薬剤師デジタルトランスフォーメーショ

ン（以下，DX）を実現していくことが必要。 

3）地域における役割：地域全体で必要な薬剤師サービスについて，地域の薬局全体で提供し

ていくという観点が必要。 
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